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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ガンマ特性が変更された場合でも、輪郭補正に
より画質が低下するのを防ぎ、ガンマ特性に適した輪郭
補正を可能にする映像信号処理装置、処理方法及びプロ
グラムを提供する。
【解決手段】画像処理部２４は、複数のガンマ特性のな
かから選択されたガンマ特性を使用して、映像信号に対
してガンマ補正を行う。また、画像処理部２４は、ガン
マ特性の選択により前記ガンマ補正に使用されるガンマ
特性が変更された場合、変更されたガンマ特性に応じた
輪郭補正特性を求め、映像信号に対して、輪郭補正特性
を用いた輪郭補正を行う。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のガンマ特性のなかから選択されたガンマ特性を使用して、映像信号に対するガン
マ補正を行うガンマ補正手段と、
　前記ガンマ特性の選択により前記ガンマ補正に使用されるガンマ特性が変更された場合
、前記変更されたガンマ特性に応じた輪郭補正特性を求め、前記映像信号に対して、前記
輪郭補正特性を用いた輪郭補正を行う輪郭処理手段と、
を有することを特徴とする映像信号処理装置。
【請求項２】
　前記輪郭処理手段は、
　映像信号から映像の輪郭を検出する輪郭検出手段と、
　前記映像信号の前記輪郭に対して前記輪郭補正特性を用いた輪郭補正を行う補正手段と
、
　前記ガンマ補正に使用される前記ガンマ特性が第１のガンマ特性から第２のガンマ特性
に変更された場合には、映像信号の輝度に対する前記ガンマ補正の際の入力ダイナミック
レンジにおける輝度毎に、前記第１のガンマ特性のガンマカーブの傾きと前記第２のガン
マ特性のガンマカーブの傾きとの割合を算出する割合算出手段と、
　前記第１のガンマ特性によるガンマ補正が行われたときに前記輪郭補正で用いた輪郭補
正特性に対して、前記傾きの割合を掛けた輪郭補正特性を算出する特性算出手段と、を有
し、
　前記補正手段は、前記第２のガンマ特性によるガンマ補正が行われる際の前記映像信号
の前記輪郭に対しては、前記傾きの割合を掛けて算出された前記輪郭補正特性による輪郭
補正を行うことを特徴とする請求項１に記載の映像信号処理装置。
【請求項３】
　前記輪郭処理手段は、
　映像信号から映像の輪郭を検出する輪郭検出手段と、
　前記映像信号の前記輪郭に対して前記輪郭補正特性を用いた輪郭補正を行う補正手段と
、
　前記ガンマ補正に使用される前記ガンマ特性が第１のガンマ特性から第２のガンマ特性
に変更された場合には、映像信号の輝度に対する前記ガンマ補正の際の入力ダイナミック
レンジにおける輝度毎に、前記第１のガンマ特性のガンマカーブの傾きと前記第２のガン
マ特性のガンマカーブの傾きとの割合を算出する傾き割合算出手段と、
　前記ガンマ補正に使用される前記ガンマ特性が第１のガンマ特性から第２のガンマ特性
に変更された場合には、映像信号の輝度に対する前記ガンマ補正の際の入力ダイナミック
レンジにおける輝度毎に、前記第１のガンマ特性のガンマカーブの値と、前記第２のガン
マ特性のガンマカーブの値との割合を、映像信号に基づく表示がなされる際のピーク輝度
の変化割合として算出する変化割合算出手段と、
　前記第１のガンマ特性によるガンマ補正が行われたときに前記輪郭補正で用いた輪郭補
正特性に対して、前記傾きの割合を掛けた輪郭補正特性を算出し、前記傾きの割合を掛け
て算出した前記輪郭補正特性に対して、更に前記ピーク輝度の変化割合の逆数を掛けた輪
郭補正特性を算出する特性算出手段と、を有し、
　前記補正手段は、前記第２のガンマ特性によるガンマ補正が行われる際の前記映像信号
の前記輪郭に対しては、前記ピーク輝度の変化割合の逆数を掛けて算出された前記輪郭補
正特性による輪郭補正を行うことを特徴とする請求項１に記載の映像信号処理装置。
【請求項４】
　前記輪郭処理手段は、
　前記輪郭補正がなされた後の映像信号から、合焦している被写体像の輪郭を検出する合
焦輪郭検出手段と、
　前記被写体像の輪郭に対する輪郭強調強度を算出する強度算出手段と、
　前記算出された輪郭強調強度に基づいて、前記被写体像の輪郭に対する輪郭強調処理を
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行い、前記輪郭強調処理がなされた前記被写体像の輪郭を、前記輪郭補正がなされた後の
映像信号に対して重畳する重畳手段と、を有することを特徴とする請求項１乃至３の何れ
か１項に記載の映像信号処理装置。
【請求項５】
　前記強度算出手段は、前記ガンマ補正で使用されたガンマ特性に応じた輪郭補正特性に
基づいて、前記被写体像の前記輪郭に対する前記輪郭強調強度を算出することを特徴とす
る請求項４に記載の映像信号処理装置。
【請求項６】
　前記ガンマ補正手段は、
　規格で定められたガンマ特性における入力値と出力値の関係に対して、映像信号の高輝
度領域では入力値に対して出力値が圧縮される関係を有するようになされた前記第１のガ
ンマ特性と、
　映像信号の低輝度から高輝度までの全輝度領域における入力値と出力値の関係を、ガン
マ補正の際の入力ダイナミックレンジによらずに、前記規格で定められたガンマ特性にお
ける入力値と出力値の関係に合わせるようになされた前記第２のガンマ特性との、
　何れかのガンマ特性を使用して、前記映像信号に対するガンマ補正を行うことを特徴と
する請求項２乃至５の何れか１項に記載の映像信号処理装置。
【請求項７】
　ガンマ補正手段が、複数のガンマ特性のなかから選択されたガンマ特性を使用して、映
像信号に対するガンマ補正を行うステップと、
　輪郭補正手段が、前記ガンマ特性の選択により前記ガンマ補正に使用されるガンマ特性
が変更された場合、前記変更されたガンマ特性に応じた輪郭補正特性を求め、前記映像信
号に対して、前記輪郭補正特性を用いた輪郭補正を行うステップと、
を含むことを特徴とする映像信号処理方法。
【請求項８】
　コンピュータを、請求項１乃至６の何れか１項に記載の映像信号処理装置の各手段とし
て機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、映像信号処理装置、映像信号処理方法、及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年のデジタルビデオカメラは、ユーザのニーズに応えるための撮影モードとして様々
なモードが用意されている。それら撮影モードのなかには、例えば、撮影ガンマ（カメラ
ガンマ）のより特徴付けられているモードもある。撮影ガンマとしては様々なガンマ特性
が用意されており、撮影モードに応じてガンマ特性が選択されて、その選択されたガンマ
特性によるガンマ補正処理が行われることにより、階調特性の異なる様々な画質が実現可
能となる。
【０００３】
　また、従来、ガンマ特性と共に輪郭補正が行われることが多い。例えば、特許文献１に
は、画像信号に対してガンマ補正を行って輝度信号を生成し、そのガンマ補正後の輝度信
号に対して、画像信号の輝度量に応じた輪郭補正ゲインを用いた輪郭補正を行う画像処理
装置が開示されている。また例えば、特許文献２には、画像を撮影した際の撮影情報に基
づいて、輪郭強調処理を行う際に用いる輪郭強調係数を決定し、ガンマ補正後の輝度信号
に対し、輪郭強調係数を用いた輪郭強調処理を行う電子カメラが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－１０３９７９号公報



(4) JP 2017-92604 A 2017.5.25

10

20

30

40

50

【特許文献２】特開２００３－２３００５２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、ガンマ補正処理としては、中輝度から高輝度領域のコントラストを圧縮する
ニー処理を含むような処理が知られている。ニー処理を含んだガンマ補正処理が行われた
場合、輪郭補正処理の際には、ニー処理で階調が圧縮されている中輝度から高輝度領域に
対しては強めの輪郭補正が行われる。また、階調が十分にある低輝度から中輝度領域に対
しては弱めの輪郭補正が行われる。しかしながら、例えば撮影モードの変更などにより、
ガンマ補正処理が前述したニー処理を含んだ処理から、別のガンマ特性によるガンマ補正
処理に変更されたような場合、輪郭補正により画質が低下してしまうことがある。
【０００６】
　本発明はこのような問題点に鑑みてなされ、ガンマ特性が変更された場合でも、輪郭補
正により画質が低下するのを防ぎ、ガンマ特性に適した輪郭補正を可能とする映像信号処
理装置、映像信号処理方法、及びプログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の映像信号処理装置は、複数のガンマ特性のなかから選択されたガンマ特性を使
用して、映像信号に対するガンマ補正を行うガンマ補正手段と、前記ガンマ特性の選択に
より前記ガンマ補正に使用されるガンマ特性が変更された場合、前記変更されたガンマ特
性に応じた輪郭補正特性を求め、前記映像信号に対して、前記輪郭補正特性を用いた輪郭
補正を行う輪郭処理手段と、を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、ガンマ特性が変更された場合でも、輪郭補正により画質が低下するの
を防ぎ、ガンマ特性に適した輪郭補正が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】実施形態のビデオカメラの外観図である。
【図２】実施形態のビデオカメラの概略的な内部構成を示す図である。
【図３】通常撮影モードのガンマ特性の説明図である。
【図４】高輝度優先モードのガンマ特性の説明図である。
【図５】第１の実施形態の画像処理部の主要部の機能ブロック図である。
【図６】第１の実施形態の処理のフローチャートである。
【図７】ガンマ特性の傾き割合算出の概要説明に用いる図である。
【図８】第２の実施形態の画像処理部の主要部の機能ブロック図である。
【図９】第２の実施形態の処理のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下に、本発明の好ましい実施の形態を、添付の図面に基づいて詳細に説明する。
＜デジタルビデオカメラの構成＞
　図１は、映像信号処理装置の一実施形態としてのビデオカメラ１００の概略的な概観斜
視図である。図１において、表示部２８は、映像や各種情報を表示するモニタである。録
画スイッチ６１は、ユーザが撮影指示を行うための操作部である。モード切り替えスイッ
チ６０は、ビデオカメラ１００の各種モードを切り替えるための操作部である。ユーザは
、モード切り替えスイッチ６０を操作することにより、後述する通常撮影モードや高輝度
優先モード等の撮影モードの切り替えをビデオカメラ１００に対して指示することができ
る。コネクタ１１２は、データ通信用等の各種ケーブルが接続されるインターフェース部
である。操作部７０は、ユーザからの設定操作やその他の各種操作を受け付ける各種ボタ
ン、十字キー等の操作子より成る。電源スイッチ７２は、ユーザの操作に応じて、電源オ
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ン、電源オフが切り替えられるスイッチである。記録媒体２００は、メモリカードやハー
ドディスク等の記録媒体である。記録媒体スロット２０１は、記録媒体２００を格納する
着脱可能なスロットである。記録媒体スロット２０１に格納された記録媒体２００は、ビ
デオカメラ１００との通信が可能となる。
【００１１】
＜デジタルビデオカメラの内部構成＞
　図２は、本実施形態のビデオカメラ１００の概略的な内部構成を示すブロック図である
。図２において、撮影レンズ１０３は、ズームレンズ、フォーカスレンズを含むレンズ群
であり、撮像部２２の撮像面上に被写体像等を結像させる。絞り１０１は、光量調整を行
うための構成である。ＮＤ１０４は減光用に使用するＮＤ（Neutral Density）フィルタ
である。撮像部２２は、撮影レンズ１０３により撮像面上に結像された光学像を電気信号
に変換するＣＣＤやＣＭＯＳ等で構成される撮像素子である。また、撮像部２２は、電子
シャッターによる電荷の蓄積制御や、アナログゲイン調整、読み出し速度の変更などの機
能も備える。Ａ／Ｄ変換器２３は、撮像部２２から出力されるアナログ撮像信号をデジタ
ル変換したコード値からなるデジタル映像信号を出力する。バリア１０２は、ビデオカメ
ラ１００の、撮影レンズ１０３を含む撮像系を覆うことにより、撮影レンズ１０３、絞り
１０１、撮像部２２を含む撮像系の汚れや破損を防止する。
【００１２】
　画像処理部２４は、Ａ／Ｄ変換器２３からの映像信号、又は、メモリ制御部１５から読
み出された映像信号に対して、画素補間、画像縮小等のリサイズ処理、色変換処理、ガン
マ補正、輪郭補正、デジタルゲインの付加等の各種信号処理を行う。また、画像処理部２
４は、撮像された映像信号を用いて所定の演算処理を行い、その演算結果の情報をシステ
ム制御部５０に送信する。システム制御部５０は、画像処理部２４から送信されてきた演
算結果の情報に基づいて、露出制御、測距制御、ＷＢ（ホワイトバランス）制御等を行う
。これにより、ＴＴＬ（スルー・ザ・レンズ）方式のＡＦ（オートフォーカス）処理、Ａ
Ｅ（自動露出）処理、ＡＷＢ（オートホワイトバランス）処理等が行われる。詳細につい
ては後述するが、本実施形態では、画像処理部２４で行われる各処理のうち、特にガンマ
補正と輪郭補正に係わる処理を説明している。
【００１３】
　Ａ／Ｄ変換器２３から出力された映像信号は、画像処理部２４及びメモリ制御部１５を
介して、或いは、メモリ制御部１５を介して、メモリ３２に直接書き込まれる。メモリ３
２は、撮像部２２により撮像されてＡ／Ｄ変換器２３によりデジタル変換された映像信号
や、表示部２８に表示するための映像信号を格納する。メモリ３２は、長時間の動画像信
号および音声信号を格納するのに十分な記憶容量を備えている。また、メモリ３２は、画
像表示用のメモリ（ビデオメモリ）を兼ねている。Ｄ／Ａ変換器１３は、メモリ３２から
読み出された表示用のデジタル映像信号をアナログ信号に変換して表示部２８に供給する
。これにより、メモリ３２から読み出された表示用の映像信号の映像が、表示部２８の画
面上に表示される。表示部２８は、ＬＣＤ等の表示画面上に、Ｄ／Ａ変換器１３からのア
ナログ映像信号に応じた映像を表示する。また、Ａ／Ｄ変換器２３でＡ／Ｄ変換されてメ
モリ３２に一時的に蓄積されたデジタル信号がＤ／Ａ変換器１３でアナログ変換されて、
表示部２８に逐次転送された場合、表示部２８は、いわゆる電子ビューファインダとして
機能することになる。すなわち、この場合の表示部２８には、ライブビュー映像（スルー
映像）が表示される。
【００１４】
　不揮発性メモリ５６は、電気的に消去・記録可能なメモリであり、例えばＥＥＰＲＯＭ
が用いられる。不揮発性メモリ５６には、システム制御部５０の動作用の定数、プログラ
ム等が記憶されている。ここでいうプログラムとは、後述する各フローチャートをシステ
ム制御部５０等が実行するためのプログラムのことである。
【００１５】
　システム制御部５０は、ビデオカメラ１００全体を制御する。本実施形態に係る後述す
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る各処理は、システム制御部５０が不揮発性メモリ５６に格納されたプログラムを実行す
ることにより実現される。システムメモリ５２は、ＲＡＭ等である。システムメモリ５２
には、システム制御部５０の動作用の定数、変数、不揮発性メモリ５６から読み出したプ
ログラム等が展開される。また、システム制御部５０は、メモリ３２、Ｄ／Ａ変換器１３
、表示部２８等を制御することにより表示制御も行う。
【００１６】
　モード切り替えスイッチ６０、録画スイッチ６１、操作部７０は、システム制御部５０
に対して各種の動作指示をユーザが入力する際に使用される。モード切り替えスイッチ６
０は、ユーザが、ビデオカメラ１００の動作モードを、再生モード、動画撮影モード、静
止画撮影モード等の何れかに切り替える際に使用される。動画撮影モードや静止画撮影モ
ードには、更に、オート撮影モード、オートシーン判別モード、マニュアルモード、撮影
シーン別の撮影設定のための各種シーンモード、プログラムＡＥモード、カスタムモード
等が含まれている。また、動画撮影モードや静止画撮影モードには、後述する通常撮影モ
ードや高輝度優先モード等の撮影モードも含まれる。モード切り替えスイッチ６０は、動
画撮影モードや静止画撮影モードに含まれるそれら各モードへの切り替え指示をユーザが
入力する際にも使用される。動画撮影モードに含まれる各モードのうち何れのモードを使
用するかについては、モード切り替えスイッチ６０の操作を介して直接切り替えられても
よい。或いは、モード切り替えスイッチ６０で動画撮影モード又は静止画撮影モードに一
旦切り替えられた後に、その撮影モードに含まれる各モードの何れかを、他の操作子等を
用いて切り替えるようになされていてもよい。システム制御部５０は、モード切り替えス
イッチ６０を介したユーザからの操作指示に基づいて、ビデオカメラ１００の各種信号処
理や動作を制御する。
【００１７】
　録画スイッチ６１は、撮影待機状態と撮影状態を切り替える指示をユーザが入力する際
に使用されるスイッチである。システム制御部５０は、録画スイッチ６１を介してユーザ
から撮影開始の指示が入力されると、ビデオカメラ１００を撮影状態に制御して、撮像部
２２の信号読み出しから記録媒体２００への映像信号の書き込みまでの一連の動作を開始
させる。操作部７０は、例えば上下左右４方向の十字キーやＳＥＴボタン等の各操作子を
有する。操作部７０の各操作子は、表示部２８に表示される種々の機能アイコンを選択操
作することなどにより、撮影シーン（場面）毎に適宜機能が割り当てられ、各種機能ボタ
ンとして使用可能となされている。機能ボタンとしては、例えば終了ボタン、戻るボタン
、画像送りボタン、ジャンプボタン、絞込みボタン、属性変更ボタン、メニューボタン等
がある。例えば、初期設定でメニューボタンになされているＳＥＴボタンが押されると、
各種の設定可能なメニュー画面が表示部２８に表示される。ユーザは、表示部２８に表示
されたメニュー画面と、上下左右４方向の十字キーやＳＥＴボタンを用いて、直感的に各
種設定を行うことができる。
【００１８】
　システムタイマー５３は各種制御に用いる時間や、内蔵された時計の時間を計測する計
時部である。電源制御部８０は、電池検出回路、ＤＣ－ＤＣコンバータ、通電する各回路
ブロック等を切り替えるスイッチ回路等により構成され、電池の装着の有無、電池の種類
、電池残量等の検出を行う。また、電源制御部８０は、その検出結果及びシステム制御部
５０からの指示に基づいてＤＣ－ＤＣコンバータを制御し、必要な電圧を必要な期間、記
録媒体２００を含む各部へ供給する。電源部３０は、アルカリ電池やリチウム電池等の一
次電池やＮｉＣｄ電池やＮｉＭＨ電池、Ｌｉイオン電池等の二次電池、ＡＣアダプター等
からなる。記録媒体Ｉ／Ｆ１８は、メモリカードやハードディスク等の記録媒体２００と
のインターフェースである。記録媒体２００は、撮影された映像信号等を記録するための
記録媒体であり、半導体メモリ等のメモリカードやハードディスク等の磁気ディスクから
構成される。
【００１９】
＜高輝度優先モードと通常撮影モードの説明＞
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　ここで、本実施形態のビデオカメラ１００には、ユーザのニーズに応えるための撮影モ
ードとして、特徴的な被写体を撮影する用途に適した露出制御や画質制御を行う様々なモ
ードが用意されている。画質制御のモードのなかには、被写体像の特徴に合わせて、被写
体像の輝度のどの領域に多く階調を割り当てるかを撮影ガンマ（カメラガンマ）によって
特徴付けているモードもある。撮影ガンマのガンマ特性にも様々なものがあり、それら様
々なガンマ特性により補正処理が行われることで、階調特性の異なる様々な画質が実現可
能となされている。撮影ガンマによるガンマ補正処理は、Ｒ（赤），Ｇ（緑），Ｂ（緑）
の入力値（コード値）を、ガンマカーブに応じた出力値（コード値）に変換するような補
正処理である。撮影ガンマによるガンマ補正は、Ｒ，Ｇ，Ｂの入力値をガンマカーブに応
じた出力値に変換することで、特に映像信号の明るさ（輝度の成分）について階調補正を
行うような処理となっている。以下の説明では、撮影ガンマによるガンマ補正がなされる
際の映像信号の明るさ（輝度の成分）を「映像信号の輝度」又は単に「輝度」と表記する
。
【００２０】
　本実施形態のビデオカメラ１００は、映像を撮影する際の撮影モードとして、少なくと
も高輝度優先モードと通常撮影モードとを有し、ユーザにより選択された撮影モードに応
じて通常撮影モードと高輝度優先モードの切り替えが可能となされている。撮影モードが
通常撮影モードである場合、画像処理部２４でガンマ補正処理に用いられるガンマ特性は
、通常撮影モード用のガンマカーブとなされる。一方、撮影モードが高輝度優先モードで
ある場合、画像処理部２４でガンマ補正処理に用いられるガンマ特性は、高輝度優先モー
ド用のガンマカーブとなされる。以下、通常撮影モードと高輝度優先モード、および、そ
れら各モードでのガンマ補正処理に用いられるガンマ特性（ガンマカーブ）について説明
する。
【００２１】
　通常撮影モードは、実用的な入力ダイナミックレンジを確保しつつ、中輝度から高輝度
の領域におけるコントラストを圧縮するようなニー処理を含むガンマ補正処理が行われる
モードである。通常撮影モードの場合のガンマ補正特性について、図３を用いて説明する
。図３は、映像を撮影した際に行われるガンマ補正処理のガンマ特性（ガンマカーブ）を
表している。図３のガンマ特性９０７は、入力ダイナミックレンジが０～ｘ１で示す範囲
の場合に対応したガンマ特性を表しており、ＩＴＵ－Ｒ　ＢＴ．７０９等で規格化されて
いるガンマ特性である。一方、図３のガンマ特性９０９は、入力ダイナミックレンジが０
～ｘ２で示す範囲の場合に対応するガンマ特性であり、入力ダイナミックレンジを実用的
な範囲まで広げた場合を示している。ガンマ特性９０７と比較した場合、ガンマ特性９０
９は、中輝度から高輝度の領域のコントラストを圧縮する特性となっている。ガンマ特性
９０９は、入力ダイナミックレンジを広げつつ、人間の視覚感度が高い低輝度の暗部から
中輝度までの領域に対する出力（明るさ）を確保する特性となされている。一方、人間の
視覚感度が低い高輝度の領域については、出力コードに対するビット数の割り振りを減ら
すことでデータ量が削減されている。
【００２２】
　通常撮影モードの場合、ビデオカメラ１００の画像処理部２４は、映像信号の入力コー
ドを、ガンマ特性９０９のガンマカーブに応じた出力コードに変換するようなガンマ補正
処理を行う。通常撮影モードでガンマ補正処理等がなされた後の映像信号は、例えば記録
された後に再生されて図２の表示部２８に表示される。また、図示は省略しているが、映
像を表示部２８に表示する際にもガンマ補正処理が行われ、その際のガンマ補正処理では
、例えばガンマ特性９０９の逆特性であるガンマ特性が用いられる。
【００２３】
　次に、高輝度優先モードの場合のガンマ補正特性について、図４（ａ）～図４（ｄ）を
用いて説明する。図４（ａ）と図４（ｂ）は、映像を撮影した際に行われるガンマ補正処
理のガンマ特性を表している。図４（ｃ）は、映像を表示する際に行なわれるガンマ補正
処理のガンマ特性を表している。図４（ｄ）は、撮像と表示を合わせた映像信号処理シス
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テムトータルとしてみた場合の階調特性を表している。
【００２４】
　図４（ａ）のガンマ特性１３７は、図３のガンマ特性９０７と同様に、入力ダイナミッ
クレンジが０～ｘ１で示す範囲の場合に対応したガンマ特性であり、ＩＴＵ－Ｒ　ＢＴ．
７０９等で規格化されているガンマ特性である。一方、図４（ｂ）のガンマ特性１３９は
、入力ダイナミックレンジが０～ｘ２で示す範囲の場合に対応するガンマ特性であり、入
力ダイナミックレンジを実用的な範囲まで広げた場合を示している。このガンマ特性１３
９は、ガンマ特性１３７を基準にした場合に、入力コードに対して出力コードの関係が一
定に保たれ、低輝度から高輝度までのコードに対するビットの割り振りの割合を変更しな
いで固定しておくような特性となされている。
【００２５】
　高輝度優先モードの場合、画像処理部２４は、映像信号の輝度の入力コードを、ガンマ
特性１３９のガンマカーブに応じた出力コードに変換するようなガンマ補正処理を行う。
高輝度優先モードで階調補正処理がなされた後の映像信号は、例えば記録された後に再生
されて本実施形態の表示部２８に表示される。
【００２６】
　このように、高輝度優先モードでは、低輝度から高輝度までの全輝度領域について、入
力コードに対する出力コードの関係を、基準のガンマ特性１３７の入力コードと出力コー
ドの関係に合わせたガンマ特性１３９を用いたガンマ補正処理が行われる。また、高輝度
優先モードでは、低輝度から高輝度までの全輝度領域において、出力コードに対してビッ
トの割り振りの割合が変更されずに固定されている。高輝度優先モードでは、ガンマ特性
１３７を基準として、入力コードに対する出力コードの関係が一定に保たれたガンマ特性
１３９でガンマ補正処理が行われるため、通常撮影モードの場合のような高輝度領域のコ
ントラスト圧縮は行われない。
【００２７】
　一方、映像を表示部２８に表示する際のガンマ補正処理では、図４（ｃ）に示すように
、ガンマ特性１３９の逆特性であるガンマ特性１３３が用いられる。この場合、撮影から
表示までの映像信号処理システムトータルとしての階調特性は、図４（ｄ）に示すような
階調特性１３５となる。すなわち、映像信号処理システムトータルでの階調特性１３５は
、低輝度から高輝度までの全輝度領域でリニアな特性となる。したがって、高輝度優先モ
ードである場合、映像信号処理システムでは、図４（ｄ）の階調特性１３５のようなリニ
アな階調特性が実現され、表示映像は実被写体の自然な階調や色、鮮鋭感が再現された自
然なものとなる。
【００２８】
　また、高輝度優先モードのガンマ特性１３９は、通常撮影モードのガンマ特性９０９と
比較すると、低輝度領域から中輝度領域が相対的に暗めの特性となっている。このため、
本実施形態のビデオカメラ１００のシステム制御部５０は、映像の表示がなされる際には
、表示部２８における表示のピーク輝度値を上げるようなピーク輝度値の設定制御を行う
。図示は省略するが、ピーク輝度値を設定するための構成は、例えば画像処理部２４に設
けられる。このように、高輝度優先モードでガンマ補正処理が行われた場合、映像の表示
がなされる際にピーク輝度値を上げることで、映像が暗くなることを防ぐことができる。
また、この場合、暗部からハイライト部までの全域にわたってコントラストを圧縮しない
状態を保てることになるため、例えば、金属の輝き、水の透明感、青空や雲の立体感、ス
キントーン等の階調性、色再現性、鮮鋭感を格段に向上させることができる。また、通常
撮影モードではニー処理による高輝度領域のコントラスト圧縮により、例えば夜景シーン
の点光源などの光が実際よりも広がって見えてしまうが、高輝度優先モードでは、不必要
な光の拡がりはない。このため、高輝度優先モードでは、より自然な階調で点光源の光な
どを表現することが可能となる。
【００２９】
＜撮影モードと輪郭補正の説明＞
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　また、本実施形態のビデオカメラ１００において、画像処理部２４は、前述したように
輪郭補正の処理も行っている。ここで、輪郭補正処理は、ガンマ補正処理で使用されたガ
ンマ特性に適した処理でなければならない。このため、本実施形態のビデオカメラ１００
では、ガンマ補正処理で使用されたガンマ特性に適した輪郭補正特性による輪郭補正処理
を実現可能となされている。一例として、ガンマ補正処理に通常撮影モードのガンマ特性
９０９が用いられた場合、ビデオカメラ１００の画像処理部２４は、中輝度から高輝度領
域に対しては強めの輪郭補正を行い、低輝度から中輝度領域には弱めの輪郭補正を行う。
このように、ガンマ特性に適した輪郭補正特性による輪郭補正処理が行われることで、中
輝度から高輝度領域では見た目の解像感を保つことができ、低輝度から中輝度領域ではガ
ンマ特性による輝度毎の見た目の階調性の違いを感じさせないようにできる。
【００３０】
　一方、例えば高輝度優先モードにおけるガンマ特性１３９は、通常撮影モードのガンマ
特性９０９よりも、中輝度から高輝度領域ではガンマカーブの傾きが大きく、一方、低輝
度から中輝度領域ではガンマカーブの傾きが小さくなっている。このため、高輝度優先モ
ードの場合は、通常撮影モードと比較して、中輝度から高輝度領域では見た目の階調性は
上がり、低輝度～中輝度領域では階調性が下がっている。ここで、高輝度優先モードでガ
ンマ補正処理がなされる場合において、例えば通常撮影モードの場合と同様に中輝度から
高輝度領域には強めの輪郭補正を行い、低輝度から中輝度領域には弱めの輪郭補正を行う
と、画質が低下してしまうことになる。例えば、中輝度から高輝度領域に対して強めの輪
郭補正が行われると、ジャギーやモアレが発生し、エッジ（輪郭）上の見た目のノイズ感
が劣化する。また、低輝度から中輝度領域に対して弱めの輪郭補正が行われると、見た目
の解像感が低下し、また視認性も低下するようになる。このように、高輝度優先モードで
ガンマ補正処理された信号に対して、通常撮影モードのガンマ特性に適した輪郭補正をそ
のまま行うと、輪郭補正の過補正や補正不足による画質の劣化が生じることになる。
【００３１】
　このため、本実施形態のビデオカメラ１００は、撮影モードの変更によりガンマ特性が
変更された場合、変更前のガンマ特性に合わせて設定されている輪郭補正特性を基に、変
更後のガンマ特性に適した輪郭補正特性を生成して輪郭補正を行う。これにより、本実施
形態のビデオカメラ１００は、ガンマ特性が変更されたことによる輪郭補正の過補正や補
正不足が発生してしまう状態になるのを防いでいる。
【００３２】
　以下、撮影モードの変更によりガンマ特性が変更される場合の輪郭補正特性の生成処理
について説明する。ここでは、既に通常撮影モードのガンマ特性９０９に適した輪郭補正
特性が設定されている状態から、高輝度撮影モードへの切り替えがなされたことで、ガン
マ特性９０９からガンマ特性１３９への切り替えが行われる例を挙げて説明する。ガンマ
特性９０９とガンマ特性１３９は、前述の図３と図４（ａ）で説明したように、規格のガ
ンマ特性１３７（９０７）を基準とした場合に、それぞれ入力ダイナミックレンジが０～
ｘ２の実用的な範囲に拡張された場合のガンマ特性である。
【００３３】
＜第１の実施形態の構成と処理の流れ＞
　本実施形態において、撮影モードの変更に応じたガンマ特性の変更と、ガンマ特性の変
更に基づく輪郭補正特性の生成及び輪郭補正処理は、ビデオカメラ１００の画像処理部２
４が行う処理である。図５は、画像処理部２４で行われる第１の実施形態に係る主要な各
処理を、それぞれ機能ブロックとして表した図である。図５には、撮影モードとして通常
撮影モードと高輝度モードの二つのモードに対応した例が挙げられており、通常撮影モー
ド用の第１のガンマ特性２４６と、高輝度モード用として第２のガンマ特性２４７とが用
意されている。第１のガンマ特性２４６は前述の図３に示したガンマ特性９０９に相当し
、第２のガンマ特性２４７は前述の図４（ａ）に示したガンマ特性１３９に相当する。第
１のガンマ特性２４６と第２のガンマ特性２４７のガンマカーブの情報は、例えば前述し
た図２の不揮発性メモリ５６に予め用意されていてもよいし、画像処理部２４又はシステ
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ム制御部５０が撮像モードに応じて生成してもよい。なお、ここでは、撮影モードとして
通常撮影モードと高輝度優先モードの二つを例に挙げているため、ガンマ特性が第１のガ
ンマ特性２４６と第２のガンマ特性２４７の二つになっているが、本実施形態におけるガ
ンマ特性は二つに限定されない。例えば、通常撮影モードと高輝度優先モード以外にも他
の複数の撮影モードが有り、各撮影モードでそれぞれガンマ特性が異なる場合には、それ
ら複数の各撮影モードに個々に対応した複数のガンマ特性のガンマカーブの情報も用意又
は生成される。そして、撮影モードの変更によりそれら各ガンマ特性の中の何れかのガン
マ特性が使用される場合には、その使用されるガンマ特性に適した輪郭補正特性が生成さ
れる。通常撮影モードと高輝度優先モード以外の他の撮影モードへの変更がなされる場合
の構成の図示と説明は省略する。
【００３４】
　図５において、本実施形態に係るガンマ補正手段は、第１のガンマ特性２４６、第２の
ガンマ特性２４７、ガンマ特性変更部２４５、ガンマ補正部２４４を含む。また、図５に
おいて、本実施形態に係る輪郭処理手段は、輪郭検出部２４１、輪郭補正特性算出部２４
２、輪郭補正部２４３１，２４３２、ガンマ特性傾き割合算出部２４８を含む。
【００３５】
　以下、図５に示した第１の実施形態の画像処理部２４における処理を、図６のフローチ
ャートを参照しながら説明する。図６は、第１の実施形態の画像処理部２４が行う、撮影
モードの変更に応じたガンマ特性の変更設定処理から輪郭補正特性の生成及び輪郭補正処
理までの流れを示すフローチャートである。以下の説明では、図６の各処理のステップＳ
６０１～ステップＳ６０５を、Ｓ６０１～Ｓ６０５と略記する。画像処理部２４は、第１
の実施形態に係る映像信号処理プログラムを実行することにより、図６に示すフローチャ
ートの処理を実現する。なお、図示は省略するが、画像処理部２４は、ハードウェア構成
として用意されているガンマ補正部や輪郭補正部等により、図６のフローチャートの処理
を行ってもよい。画像処理部２４がハードウェア構成のガンマ補正部や輪郭補正部等を有
する例の場合、システム制御部５０は、制御プログラムの実行により画像処理部２４のハ
ードウェア構成を制御することにより、図６のフローチャートの処理を実現させる。
【００３６】
　ここで、本実施形態のビデオカメラ１００のシステム制御部５０は、撮影モードが変更
された場合には、その変更後の撮影モードに対応したガンマ特性への変更を要求するガン
マ特性変更要求（以下「変更要求」と略記する。）を、画像処理部２４に送信する。画像
処理部２４は、システム制御部５０から変更要求を受信した場合、図６のフローチャート
の処理をスタートさせる。以下の説明では、画像処理部２４が変更要求を受信する前の撮
影モードは、通常撮影モードになされているとする。したがって、画像処理部２４が変更
要求を受信する前のガンマ特性は通常撮影モードの第１のガンマ特性２４６に設定されて
おり、また、輪郭補正特性は第１のガンマ特性２４６に適した特性に設定された状態にな
っている。図６のフローチャートは、一例として、撮影モードが通常撮影モードから高輝
度優先モードに変更された場合の処理の流れを示している。
【００３７】
　画像処理部２４は、システム制御部５０から変更要求を受信して図６のフローチャート
の処理を開始すると、先ず、Ｓ６０１の処理として、ビデオカメラ１００の撮影モードが
高輝度優先モードに変更されたか否かを判定する。具体的には、画像処理部２４は、Ｓ６
０１において、変更要求が、高輝度優先モード用のガンマ特性への変更を要求するもので
ある場合に、ビデオカメラ１００の撮影モードが高輝度優先モードに変更されたと判定す
る。画像処理部２４は、Ｓ６０１において、ビデオカメラ１００の撮影モードが高輝度優
先モードに変更されたと判定した場合には、輪郭検出部２４１により行われるＳ６０２に
処理を進める。一方、画像処理部２４は、Ｓ６０１において、ビデオカメラ１００の撮影
モードが高輝度優先モードに変更されていないと判定した場合には、図６のフローチャー
トの処理を終了する。
【００３８】
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　Ｓ６０２では、画像処理部２４の輪郭検出部２４１は、図２のＡ／Ｄ変換器２３やメモ
リ制御部１５から入力された映像信号から、映像の輪郭部分を検出する。そして、輪郭検
出部２４１は、映像から検出した輪郭部分を示す輪郭情報を、輪郭補正部２４３１と輪郭
補正部２４３２に送る。Ｓ６０２の後、画像処理部２４は、ガンマ特性変更部２４５と、
ガンマ特性傾き割合算出部２４８（以下「傾き割合算出部２４８」と略記する。）と、に
より行われるＳ６０３に処理を進める。
【００３９】
　Ｓ６０３の処理に進むと、画像処理部２４のガンマ特性変更部２４５は、システム制御
部５０からの変更要求に応じたガンマ特性のガンマカーブの情報を、ガンマ補正部２４４
に送る。この例の場合、変更要求に応じたガンマ特性は高輝度優先モード用のガンマ特性
であるため、ガンマ特性変更部２４５は、第２のガンマ特性２４７のガンマカーブの情報
をガンマ補正部２４４に送る。また、Ｓ６０３において、画像処理部２４の傾き割合算出
部２４８は、画像処理部２４が変更要求を受信する前の第１のガンマ特性２４６と、変更
要求を受信した後の第２のガンマ特性２４７との、二つのガンマカーブの情報を取得する
。そして、Ｓ６０３において、傾き割合算出部２４８は、輝度毎に、第１のガンマ特性２
４６のガンマカーブの傾きと、第２のガンマ特性２４７のガンマカーブの傾きとの、割合
を算出する。
【００４０】
　図７は、輝度毎の傾きの割合算出のイメージ図である。図７に示すように、入力ダイナ
ミックレンジのうち、範囲７８で示す領域は、第１のガンマ特性２４６のガンマカーブの
傾きの方が、第２のガンマ特性２４７のガンマカーブの傾きよりも大きい領域となってい
る。一方、図７中の範囲７９で示す領域は、第２のガンマ特性２４７のガンマカーブの傾
きの方が、第１のガンマ特性２４６のガンマカーブの傾きよりも大きい領域となっている
。傾き割合算出部２４８は、図７に示した０～ｘ２までの入力ダイナミックレンジのなか
で、輝度毎に、第１のガンマ特性２４６のガンマカーブの傾きと第２のガンマ特性２４７
のガンマカーブの傾きとを比較し、それら二つの傾きの割合を算出する。例えば、図７の
入力ダイナミックレンジのなかでｘ３に対応した輝度において、第１のガンマ特性２４６
のガンマカーブの傾きを表す値が「３」で、第２のガンマ特性２４７のガンマカーブの傾
きを表す値が「２」であったとする。この例の場合、入力ダイナミックレンジのなかでｘ
３に対応した輝度における第１，第２のガンマ特性２４６，２４７のガンマカーブの二つ
の傾きの割合を表す値は「１．５」となる。また例えば、図７の入力ダイナミックレンジ
のなかでｘ４に対応した輝度において、第１のガンマ特性２４６のガンマカーブの傾きを
表す値が「０．０５」で、第２のガンマ特性２４７のガンマカーブの傾きを表す値が「０
．１５」であったとする。この例の場合、入力ダイナミックレンジのなかでｘ４に対応し
た輝度における第１，第２のガンマ特性２４６，２４７のガンマカーブの二つの傾きの割
合を表す値は「０．３」となる。なお、前述の説明では輝度毎に傾き割合を求めたが、傾
き割合は、入力ダイナミックレンジの所定レンジ毎に算出されてもよい。また、傾き割合
は、輪郭補正部２４３１，２４３２が輝度の領域毎に指定できる輪郭補正強度の分解能に
合わせて算出されてもよい。傾き割合算出部２４８にて算出された傾き割合は、輪郭補正
特性算出部２４２（以下「補正特性算出部２４２」と略記する。）に送られる。Ｓ６０３
の後、画像処理部２４は、補正特性算出部２４２により行われるＳ６０４に処理を進める
。
【００４１】
　Ｓ６０４では、補正特性算出部２４２は、画像処理部２４が変更要求を受信する前に、
輪郭補正部２４３１，２４３２で使用されていた輪郭補正特性に対し、傾き割合算出部２
４８で求められた傾き割合の値を掛けた輪郭補正特性を算出する。ここで、画像処理部２
４が変更要求を受信する前に、輪郭補正部２４３１，２４３２で使用されていた輪郭補正
特性は、第１のガンマ特性２４６に適した輪郭補正特性である。したがって、Ｓ６０４に
おいて、補正特性算出部２４２では、第１のガンマ特性２４６に適した輪郭補正特性に対
し、傾き割合算出部２４８で求められた傾き割合の値を掛けるような演算が行われる。そ
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して、本実施形態において、第１のガンマ特性２４６に適した輪郭補正特性に対して傾き
割合を掛け合わせた輪郭補正特性は、第２のガンマ特性２４７に適した輪郭補正特性とな
される。このように、本実施形態においては、画像処理部２４が変更要求を受信した後は
、輪郭補正部２４３１，２４３２で使用される輪郭補正特性が、第１のガンマ特性２４６
に適した輪郭補正特性に対して傾き割合の値を掛けた輪郭補正特性となされる。Ｓ６０４
の算出された輪郭補正特性の情報は、輪郭補正部２４３１，２４３２に送られる。Ｓ６０
４の後、画像処理部２４は、輪郭補正部２４３１，２４３２により行われるＳ６０５に処
理を進める。
【００４２】
　Ｓ６０５では、輪郭補正部２４３１は、輪郭検出部２４１から送られた輪郭情報と、補
正特性算出部２４２から送られた輪郭補正特性の情報とを基に、映像信号に対して輪郭補
正を行う。ガンマ補正部２４４は、輪郭補正部２４３１による輪郭補正後の映像信号に対
して、ガンマ特性変更部２４５により変更された第２のガンマ特性２４７を用いたガンマ
補正を行う。ガンマ補正部２４４によるガンマ補正が行われた後の映像信号は、輪郭補正
部２４３２に送られる。輪郭補正部２４３２は、輪郭補正部２４３１と同様に、輪郭検出
部２４１から送られた輪郭情報と、補正特性算出部２４２から送られた輪郭補正特性の情
報とを基に、映像信号に対して輪郭補正を行う。その後、画像処理部２４は、輪郭補正部
２４３２で輪郭補正された後の映像信号に対して、図示しないノイズリダクション処理や
幾何学変形処理などの画像処理を行い、それら画像処理後の映像信号を出力する。なお、
本実施形態では、輪郭補正部２４３１，２４３２により、ガンマ補正部２４４のガンマ補
正処理の前後で輪郭補正を行う構成としたが、何れか一方のみで輪郭補正を行う構成でも
よい。また、輪郭補正部２４３１，２４３２のどちらか一方のみで輪郭補正を行う構成で
あってもよい。なお、ガンマ補正部２４４のガンマ補正処理の前後で輪郭補正を行う場合
、輪郭補正部２４３１、２４３２の一方だけ、輪郭補正特性の情報に基づいて強度を補正
するようにしてもよい。
【００４３】
　ここで、前述した図７の入力ダイナミックレンジのｘ３における第１のガンマ特性２４
６と第２のガンマ特性２４７を比較した場合、低輝度～中輝度領域では、第１のガンマ特
性２４６より第２のガンマ特性２４７の方がガンマカーブの傾きは小さい。したがって、
例えば第２のガンマ特性２４７によるガンマ補正が行われた場合、入力コード値に対する
出力コード値が減少することになり、第１のガンマ特性２４６によるガンマ補正が行われ
る場合よりも階調性は低下している。一方、第２のガンマ特性２４７によるガンマ補正が
行われる場合において、前述した図７のｘ３を例に挙げて説明した傾き割合の「１．５」
を、第１のガンマ特性２４６に適した輪郭補正特性に掛け合わせた輪郭補正特性を用いて
輪郭補正を行ったとする。この場合、傾き割合を掛け合わせた後の輪郭補正特性による輪
郭補正では、第１のガンマ特性２４６に適した輪郭補正特性による輪郭補正を行う場合よ
りも、輪郭補正強度が強められることになる。したがって、この場合、ｘ３に対応した輝
度においては、前述したような階調性の低下による見た目の解像感と視認性の劣化は補正
されることになる。
【００４４】
　また、図７の入力ダイナミックレンジのｘ４における第１のガンマ特性２４６と第２の
ガンマ特性２４７の階調特性を比較した場合、高輝度領域では、第１のガンマ特性２４６
よりも第２のガンマ特性２４７の方がガンマカーブの傾きが大きい。したがって、例えば
第２のガンマ特性２４７によるガンマ補正が行われた場合、入力コード値に対する出力コ
ード値が増加することになり、第１のガンマ特性２４６によるガンマ補正が行われる場合
よりも階調性は向上することになる。したがって、この場合、ｘ４に対応した輝度におい
ては、階調性の向上により、見た目の解像感と鮮鋭感は増加するが、輪郭補正の過補正が
生じ易くなる。一方、第２のガンマ特性２４７によるガンマ補正が行われる場合において
、前述した図７のｘ４を例に挙げて説明した傾き割合の「０．３」を、第１のガンマ特性
２４６に適した輪郭補正特性に掛け合わせた輪郭補正特性を用いて輪郭補正を行ったとす
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る。この場合、傾き割合を掛け合わせた後の輪郭補正特性による輪郭補正では、第１のガ
ンマ特性２４６に適した輪郭補正特性による輪郭補正を行う場合よりも、輪郭補正強度が
弱められることになる。したがってこの場合、輪郭補正強度が弱められることで、高輝度
領域の階調性向上による見た目の自然な解像感と鮮鋭感の増加を可能にしつつ、輪郭補正
の過補正を回避することができることになる。
【００４５】
　前述したように、本実施形態においては、通常撮影モード用の第１のガンマ特性２４６
から高輝度優先モード用の第２のガンマ特性２４７に変更された場合には、ガンマ特性の
変更による輝度領域の階調性の変化に合わせて、輪郭補正特性を変更している。すなわち
、本実施形態によれば、階調性が低下するときには輪郭補正を強めることで見た目の解像
感や視認性の劣化を少なくし、また、階調性が向上するときには輪郭補正を弱めることで
輪郭補正の過補正を回避している。このように、本実施形態においては、通常撮影モード
から高輝度優先モードに切り替えられた場合でも、通常撮影モードの際の輪郭補正の印象
を保つことができる。これにより、本実施形態によれば、撮影モードの変更に伴ってガン
マ特性が変更された場合あっても、輪郭補正により画質が低下するのを防ぎ、ガンマ特性
に適した輪郭補正が可能となる。
【００４６】
＜第２の実施形態の構成＞
　第１の実施形態では、ガンマ特性の変更による階調性の変化に対応するために輪郭補正
特性を変更する例を挙げた。ここで、前述した高輝度優先モードのガンマ特性１３９は、
通常撮影モードのガンマ特性９０９に比べて、表示部２８などの出力機器におけるピーク
輝度が同じであるとすると、低輝度～中輝度領域の見た目の表示映像が暗くなる特性とな
っている。このため、撮影モードが高輝度優先モードである場合には、表示部２８などに
出力される映像信号のピーク輝度を上げることが望ましい。そこで、第２の実施形態では
、撮影モードが高輝度優先モードである場合には、表示部２８などに出力される映像信号
のピーク輝度を上げることを前提にして、輪郭補正特性を変更する例について説明する。
なお、第２の実施形態の場合のビデオカメラ１００の外観構成及び内部構成は前述した図
１、図２と同様であるため、それらの図示と説明は省略する。
【００４７】
　図８は、第２の実施形態のビデオカメラ１００の画像処理部２４で行われる主要な各処
理を、それぞれ機能ブロックとして表す図である。図８では、図５の例と同様に、撮影モ
ードとして通常撮影モードと高輝度モードの二つのモードに対応した例を挙げている。図
８において、前述した図５と同じ機能ブロックについては、図５と同じ参照符号を付し、
それらの説明については省略する。なお、図８の第１の輪郭検出部２４１は、図５の輪郭
検出部２４１と同じものである。また、図８の例でも、前述の図５の例と同様に、撮影モ
ードとして通常撮影モードと高輝度モードの二つのモードを挙げており、通常撮影モード
用の第１のガンマ特性２４６と、高輝度モード用として第２のガンマ特性２４７とが用意
されている。第２の実施形態の場合も第１の実施形態と同様に、通常撮影モードと高輝度
優先モード以外に複数の撮影モードが有り、各撮影モードに個々に対応した複数のガンマ
特性のガンマカーブの情報も用意又は生成される。そして、撮影モードの変更によりそれ
ら各ガンマ特性の中の何れかのガンマ特性が使用される場合には、その使用されるガンマ
特性に適した輪郭補正特性が生成される。
【００４８】
　図８の画像処理部２４において、本実施形態に係るガンマ補正手段は、第１のガンマ特
性２４６、第２のガンマ特性２４７、ガンマ特性変更部２４５、ガンマ補正部２４４を含
み、それら以外の各構成は本実施形態に係る輪郭処理手段に含まれる。
【００４９】
　図８に示した第２の実施形態の画像処理部２４において、撮影モードの変更によりガン
マ特性が変更される場合には、前述の第１の実施形態で説明したのと同様にして、輪郭補
正特性を変更する。第２の実施形態において、システム制御部５０は、表示部２８のピー
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ク輝度を変更した場合、ピーク輝度変更情報をピーク輝度変更取得部（以下「変更取得部
２５１」と略記する。）に送る。変更取得部２５１は、システム制御部５０から取得した
ピーク輝度変更情報を、ピーク輝度変化割合算出部２５２（以下「変化割合算出部２５２
」と略記する。）に送る。なお、映像を表示するための出力機器がビデオカメラ１００に
接続された外部の表示装置等であり、その表示装置等のピーク輝度が変更された場合には
、その表示装置等でのピーク輝度変更を検出するようにしてもよい。この場合、一例とし
て、システム制御部５０が、コネクタ１１２等を介して接続された外部の表示装置におけ
るピーク輝度の変更を検出してピーク輝度変更情報を生成し、そのピーク輝度変更情報を
変更取得部２５１に送るような構成が考えられる。
【００５０】
　変化割合算出部２５２は、第１のガンマ特性２４６と第２のガンマ特性２４７からガン
マカーブの情報を取得する。変化割合算出部２５２は、第１のガンマ特性２４６のうちニ
ー処理が行われる領域以下の中輝度から低輝度領域において、前述した入力ダイナミック
レンジの輝度毎に、第１，第２のガンマ特性２４６，２４７の両ガンマカーブの値の割合
を算出する。ここで算出される割合は、表示部２８のピーク輝度を変更した際に、中輝度
から低輝度領域の見た目の明るさが同一となるようなピーク輝度の変化の割合（以下、「
ピーク輝度変化割合」と表記する。）に相当する。ここでは仮に、ピーク輝度変化割合が
「２」であるとする。ピーク輝度変化割合の「２」とは、第１のガンマ特性２４６を用い
た際の中低輝度領域の出力輝度に対し、第２のガンマ特性２４６を用いた際の中低輝度領
域の出力輝度を合わせる場合に、表示部２８のピーク輝度を２倍に設定する必要があるこ
とを表している。変化割合算出部２５２は、ピーク輝度変化割合の情報を、補正特性算出
部２４２に送る。なお、映像を表示するための出力機器が、ビデオカメラ１００に接続さ
れた外部の表示装置等であり、その表示装置等のピーク輝度が変更された場合には、その
表示装置等からピーク輝度変化割合の情報を取得する構成であってもよい。この場合、一
例として、システム制御部５０が、コネクタ１１２等を介して接続された外部の表示装置
からピーク輝度変化割合情報を取得して、変更取得部２５１を介して変化割合算出部２５
２に送るような構成が考えられる。
【００５１】
　補正特性算出部２４２は、前述の第１の実施形態と同様に、第１のガンマ特性２４６に
適した輪郭補正特性に対して傾き割合を掛け合わせて輪郭補正特性を生成する。ここで、
第２の実施形態では、傾き割合が掛けられた輪郭補正特性に対し、更にピーク輝度変化割
合の逆数を掛け合わせることにより、第２のガンマ特性２４７に対応した輪郭補正特性を
生成する。すなわち、第２の実施形態の補正特性算出部２４２が生成した輪郭補正特性は
、表示部２８でピーク輝度を上げることを前提にした場合において第２のガンマ特性２４
７に適した輪郭補正特性となる。例えば、表示部２８のピーク輝度を２倍に上昇させるよ
うなピーク輝度変更がなされたとすると、表示部２８の画面全体のコントラストは上がり
、見た目の解像感と視認性は向上することになる。しかしながら、表示部２８のピーク輝
度が２倍に上昇した状態で、第１の実施形態のように生成した輪郭補正特性を用いたとす
ると、ジャギーやノイズの見えが顕著になってしまう。したがって、第２の実施形態では
、前述のように傾き割合が掛けられた輪郭補正特性に対し、更に、ピーク輝度変化割合の
逆数（この例の場合は１／２）を掛け合わせた輪郭補正特性による輪郭補正処理を行うよ
うにする。これにより、第２の実施形態によれば、ジャギーやノイズ等による画質劣化を
防ぐことができる。
【００５２】
＜合焦状態を表示する機能＞
　また、本実施形態のビデオカメラ１００は、撮影中の映像信号のなかで合焦している被
写体像の輪郭を強調し、撮影中のライブビュー映像（スルー映像）用の映像信号に対して
重畳して表示部２８等に表示させる機能をも備えている。このように、合焦している被写
体像（以下「合焦被写体像」と略記する。）の輪郭を強調してライブビュー映像（スルー
映像）に重畳して表示させることにより、ユーザは被写体に対する合焦状態を容易に確認
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することができるようになる。ここで、合焦被写体像の輪郭を強調して映像信号に重畳さ
せる場合において、例えば前述のように撮影モードの変更等に応じてガンマ特性が変更さ
れ、またピーク輝度も変更される場合について考えてみる。この場合、ガンマ特性の変更
による階調性の変化と、表示部２８のピーク輝度の変化とによって、撮影中の映像の合焦
状態を表示する際に輪郭強調表示の見え方が変化してしまい、ユーザビリティが低下する
虞がある。このため、第２の実施形態のビデオカメラ１００は、合焦状態を表示する機能
における輪郭強調表示の見え方が変化するのを防ぐために、以下に説明するような構成を
有している。
【００５３】
　第２の実施形態の画像処理部２４は、前述した第１の実施形態の輪郭検出部２４１であ
る第１の輪郭検出部２４１に加えて、第２の輪郭検出部２５３をも有している。第２の輪
郭検出部２５３には、輪郭補正部２４３２で輪郭補正されて外部出力や記録媒体２００へ
記録される映像信号が入力される。第２の輪郭検出部２５３は、入力された映像信号から
、合焦している被写体像を示す輪郭情報を検出する合焦輪郭検出手段の一例である。第２
の輪郭検出部２５３は、合焦している被写体像の輪郭情報を、輪郭強調強度算出部２５４
（以下「強調強度算出部２５４」と略記する。）に送る。
【００５４】
　強調強度算出部２５４は、合焦被写体像の輪郭情報の他に、傾き割合算出部２４８から
前述した傾き割合の情報と、変化割合算出部２５２から前述したピーク輝度変化割合の情
報をも受け取る。強調強度算出部２５４は、合焦被写体像の輪郭情報と傾き割合の情報と
ピーク輝度変化割合の情報とに基づき、合焦被写体像の輪郭を強調して合焦状態を示すた
めの輪郭強調強度の情報を算出する。この輪郭強調強度の情報は、合焦被写体像の強調さ
れた輪郭を表す情報である。すなわち、本実施形態の場合の強調強度算出部２５４は、合
焦被写体像の輪郭を強調するための輪郭強調強度を算出する際に、ガンマ特性の階調性の
変化と表示部２８のピーク輝度の変化を加味した輪郭強調強度を求めている。具体的には
、強調強度算出部２５４は、ガンマ特性の変化やピーク輝度の変化により合焦被写体像の
輪郭の見え方が変化する場合には、合焦被写体像の輪郭の見え方の変化を抑えるような輪
郭強調強度を求める。一例として、ガンマ特性の変化によって、例えば合焦被写体像の輪
郭が暗くなってしまうような場合には輪郭を明るくし、逆に、合焦被写体像の輪郭が明る
過ぎるようになる場合には輪郭の明るさを抑えるような輪郭強調強度を求める。また一例
として、ピーク輝度の変化によって、例えば合焦被写体像の輪郭にジャギーやノイズ等が
増加してしまうような場合には、合焦被写体像の輪郭を強調しつつ、ジャギーやノイズ等
の増加を抑えるような輪郭強調強度を求める。そして、強調強度算出部２５４は、輪郭強
調強度の情報を、輪郭部表示重畳部２５５（以下「表示重畳部２５５」と表記する。）に
送る。
【００５５】
　表示重畳部２５５は、輪郭補正部２４３２で輪郭補正された映像信号が入力されている
。表示重畳部２５５は、強調強度算出部２５４からの輪郭強調強度に基づいて、合焦被写
体像の輪郭を強調する輪郭強調処理を行う。そして、表示重畳部２５５は、輪郭強調強度
により輪郭強調処理された合焦被写体像の輪郭を、輪郭補正部２４３２で輪郭補正された
映像信号に重畳する。これにより、表示重畳部２５５からは、輪郭補正部２４３２で輪郭
補正された映像信号のなかで、合焦被写体像の輪郭が強調された映像信号が出力されるこ
とになる。そして、合焦被写体像の輪郭が強調された映像信号は、表示部２８へ送られる
。
【００５６】
　このように第２の実施形態のビデオカメラ１００は、合焦被写体像の輪郭を強調してラ
イブビュー映像に重畳して表示させる場合において、ガンマ特性の変化やピーク輝度の変
化を加味した輪郭強調強度を生成している。そして、第２の実施形態のビデオカメラ１０
０は、ガンマ特性の変化やピーク輝度の変化を加味した輪郭強調強度を、輪郭補正部２４
３２で輪郭補正された映像信号に重畳している。これにより、本実施形態によれば、合焦
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状態を示す輪郭強調表示における見え方は略一定に保たれることになり、ユーザビリティ
の低下を防ぐことができる。
【００５７】
＜輪郭補正の設定と合焦状態表示の設定＞
　また、本実施形態のビデオカメラ１００は、前述したような外部出力や記録される映像
信号に対する輪郭補正処理を行うか否かと、撮影中の映像の合焦状態を表示する輪郭強調
表示を行うか否かを、それぞれユーザが任意に設定可能となされている。このため、第２
の実施形態の画像処理部２４は、輪郭補正設定部２４９と輪郭強調表示設定部２５０とを
有している。以下、輪郭補正の設定と合焦状態の輪郭強調表示の設定のための構成につい
て説明する。
【００５８】
　第２の実施形態のビデオカメラ１００は、例えば操作部７０を介したユーザ操作により
、外部出力や記録のための映像信号に対して前述した輪郭補正を行うか否かの設定が可能
となされている。輪郭補正を行うか否かの設定は、輪郭補正の「有効」又は「無効」の何
れかを、操作部７０を介してユーザが選択することにより行われる。システム制御部５０
は、輪郭補正が「有効」又は「無効」の何れに設定されているかを示す輪郭補正設定情報
を、輪郭補正設定部２４９に送る。輪郭補正設定部２４９は、輪郭補正設定情報を取得す
ると、その情報を補正特性算出部２４２に送る。
【００５９】
　このときの補正特性算出部２４２は、輪郭補正設定情報により輪郭補正が「有効」又は
「無効」の何れに設定されているかを判定し、輪郭補正が「有効」に設定されている場合
には、前述したような輪郭補正特性を算出する。一方、補正特性算出部２４２は、輪郭補
正が「無効」に設定されている場合には、前述した輪郭補正特性の算出を行わない。
【００６０】
　また、第２の実施形態のビデオカメラ１００は、例えば操作部７０を介したユーザの操
作により、撮影中の映像の合焦状態を表示する輪郭強調表示を行うか否かの設定が可能と
なされている。合焦状態を表示するか否かの設定は、合焦状態の表示の「有効」又は「無
効」の何れかを、操作部７０を介してユーザが選択することにより行われる。システム制
御部５０は、合焦状態の表示が「有効」又は「無効」の何れに設定されているかを示す輪
郭強調表示設定情報を、輪郭強調表示設定部２５０（以下「表示設定部２５０」と略記す
る。）に送る。表示設定部２５０は、輪郭強調表示設定情報を取得すると、その情報を表
示重畳部２５５に送る。
【００６１】
　このときの表示重畳部２５５は、輪郭強調表示設定情報により、輪郭強調表示が「有効
」又は「無効」の何れに設定されているかを判定する。表示重畳部２５５は、輪郭強調表
示が「有効」に設定されている場合には、前述のように輪郭補正特性を加味して求められ
た輪郭強調強度による輪郭強調がなされた合焦被写体像の輪郭を、映像信号に重畳する。
一方、表示重畳部２５５は、輪郭強調表示が「無効」に設定されている場合には、輪郭補
正特性を加味した輪郭強調強度による合焦被写体像の輪郭強調を行わない。
【００６２】
　また、第２の実施形態では、輪郭補正処理と輪郭強調表示処理の設定の「有効」又は「
無効」の設定情報に応じてそれら各処理を行うか否かが決められていたが、それら二つの
処理を行う場合と何れも行わない場合とで排他制御となされてもよい。例えば、輪郭補正
処理と輪郭強調表示処理のどちらか一方が行われる場合には、もう一方をも実行するよう
にする。また例えば、輪郭補正処理と輪郭強調表示処理のうち、輪郭補正処理が行われな
い場合には、輪郭強調表示処理の際には、輪郭補正処理の輪郭補正特性を加味しない輪郭
強調強度による輪郭強調表示を行うようにしてもよい。これにより、輪郭補正処理と輪郭
強調表示処理を両立させる際には、両方に補正がかかり、輪郭強調表示処理の過補正や補
正不足を防ぐことができるようになる。
【００６３】
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＜第２の実施形態における処理の流れ＞
　図９は、第２の実施形態の画像処理部２４が行う、撮影モードの変更に応じたガンマ特
性の変更設定処理から輪郭補正特性の生成及び輪郭補正処理、更に合焦被写体像の輪郭強
調表示処理までの流れを示すフローチャートである。以下の説明では、図９の各処理のス
テップＳ９０１～ステップＳ９１１を、Ｓ９０１～Ｓ９１１と略記する。画像処理部２４
は、第２の実施形態に係る映像信号処理プログラムを実行することにより、図９に示すフ
ローチャートの処理を実現する。なお、図示は省略するが、画像処理部２４は、ハードウ
ェア構成として用意されているガンマ補正部や輪郭補正部等により、図９のフローチャー
トの処理を行ってもよい。画像処理部２４がハードウェア構成のガンマ補正部や輪郭補正
部等を有する例の場合、システム制御部５０は、制御プログラムの実行により画像処理部
２４のハードウェア構成を制御することにより、図９のフローチャートの処理を実現させ
る。
【００６４】
　第２の実施形態のビデオカメラ１００のシステム制御部５０は、撮影モードが変更され
た場合には前述の第１の実施形態と同様の変更要求を、画像処理部２４に送信する。画像
処理部２４は、システム制御部５０から変更要求を受信した場合、図９のフローチャート
の処理をスタートさせる。図９のフローチャートも前述の図５の例と同様に、画像処理部
２４が変更要求を受信する前の撮影モードは通常撮影モードになされており、撮影モード
が通常撮影モードから高輝度優先モードに変更される場合の処理の流れを示している。
【００６５】
　画像処理部２４は、システム制御部５０から変更要求を受信して図９のフローチャート
の処理を開始すると、先ず、Ｓ９０１の処理として、ビデオカメラ１００の撮影モードが
高輝度優先モードに変更されたか否かを判定する。Ｓ９０１の判定処理は、図５のＳ６０
１の判定処理と同様である。画像処理部２４は、Ｓ９０１において、ビデオカメラ１００
の撮影モードが高輝度優先モードに変更されたと判定した場合には、輪郭補正設定部２４
９により行われるＳ９０２に処理を進める。
【００６６】
　Ｓ９０２では、輪郭補正設定部２４９は、システム制御部５０から前述した輪郭補正設
定情報を取得し、輪郭補正の設定が「有効」となされているか判定する。輪郭補正設定部
２４９により輪郭補正の設定が「有効」に設定されておらず、「無効」に設定されている
場合、画像処理部２４は、後述するＳ９０９に処理を進める。一方、Ｓ９０２において、
輪郭補正設定部２４９により輪郭補正の設定が「有効」に設定されていると判定した場合
、画像処理部２４は、第１の輪郭検出部２４１により行われるＳ９０３に処理を進める。
【００６７】
　Ｓ９０３の処理に進むと、第１の輪郭検出部２４１は、前述の第１の実施形態の場合と
同様に、輪郭補正特性を求めるために、入力された映像信号から映像の輪郭部分を検出す
る。そして、第１の輪郭検出部２４１は、映像から検出した輪郭部分を示す輪郭情報を、
輪郭補正部２４３１と輪郭補正部２４３２に送る。Ｓ９０３の後、画像処理部２４は、ガ
ンマ特性変更部２４５と傾き割合算出部２４８とにより行われるＳ９０４に処理を進める
。Ｓ９０４の処理は、前述した図５のＳ６０３と同様の処理である。このため、Ｓ９０４
では、ガンマ特性変更部２４５は、前述の第１の実施形態と同様に、システム制御部５０
からの変更要求に応じたガンマ特性のガンマカーブの情報を、ガンマ補正部２４４に送る
。また、Ｓ９０４において、傾き割合算出部２４８は、変更要求の受信前の第１のガンマ
特性２４６のガンマカーブと、変更要求の受信後の第２のガンマ特性２４７のガンマカー
ブとから、前述同様の傾き割合を算出する。Ｓ９０４の後、画像処理部２４は、変更取得
部２５１により行われるＳ９０５に処理を進める。
【００６８】
　Ｓ９０５では、変更取得部２５１は、前述したようにシステム制御部５０からピーク輝
度変更情報を取得したか否かを判定する。変更取得部２５１は、Ｓ９０５において、ピー
ク輝度変更情報を取得したと判定した場合には、変化割合算出部２５２にて行われるＳ９
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０６に処理を進める。Ｓ９０６では、変化割合算出部２５２は、前述したように、ピーク
輝度変化割合を算出する。Ｓ９０６の後、画像処理部２４は、補正特性算出部２４２によ
り行われるＳ９０７に処理を進める。
【００６９】
　Ｓ９０７では、補正特性算出部２４２は、前述のように、第１のガンマ特性２４６に適
した輪郭補正特性に傾き割合を掛け合わせた輪郭補正特性に対し、ピーク輝度変化割合の
逆数を掛け合わせて、第２のガンマ特性２４７に適した輪郭補正特性を生成する。Ｓ９０
７の後、画像処理部２４は、表示設定部２５０と表示重畳部２５５により行われるＳ９０
８に処理を進める。Ｓ９０８では、表示設定部２５０は、前述した撮影中の映像の合焦状
態を表示する輪郭強調表示設定情報をシステム制御部５０から取得すると、その輪郭強調
表示設定情報を表示重畳部２５５に送る。表示重畳部２５５は、輪郭強調表示設定情報か
ら、輪郭強調表示の設定が「有効」になされているか否かを判定する。Ｓ９０８において
、表示重畳部２５５により輪郭強調表示の設定が「有効」であると判定された場合、画像
処理部２４は、第２の輪郭検出部２５３により行われるＳ９０９に処理を進める。一方、
Ｓ９０８において、表示重畳部２５５により輪郭強調表示の設定が「有効」でなく「無効
」であると判定された場合、画像処理部２４は、この図９のフローチャートの処理を終了
させる。
【００７０】
　Ｓ９０９に進んだ場合、第２の輪郭検出部２５３は、輪郭補正部２４３２より入力され
た映像信号から合焦被写体像の輪郭部分を検出する。ここで、Ｓ９０９において輪郭補正
部２４３２から第２の輪郭検出部２５３に入力された映像信号は、Ｓ９０２にて輪郭補正
設定情報が「有効」であった場合には、前述したＳ９０７で算出された輪郭補正特性によ
る輪郭補正処理がなされた映像信号である。一方、Ｓ９０２にて輪郭補正設定情報が「無
効」であった場合、第２の輪郭検出部２５３に入力される映像信号は、Ｓ９０７で算出さ
れる輪郭補正特性ではなく、ガンマ特性の変更前に用いられていた輪郭補正特性で輪郭補
正処理された映像信号である。第２の輪郭検出部２５３は、輪郭補正部２４３２より入力
された映像信号から検出した合焦被写体像の輪郭情報を、強調強度算出部２５４に送る。
Ｓ９０９の後、画像処理部２４は、強調強度算出部２５４により行われるＳ９１０に処理
を進める。
【００７１】
　Ｓ９１０では、強調強度算出部２５４は、輪郭補正部２４３２より入力された映像信号
から検出された合焦被写体像の輪郭に対する輪郭強調強度を算出する。ここで、前述した
ように、Ｓ９０２で輪郭補正設定情報が「有効」であった場合の映像信号は、Ｓ９０７で
算出された輪郭補正特性による輪郭補正処理がなされた映像信号である。一方、前述した
ように、Ｓ９０２で輪郭補正設定情報が「無効」であった場合の映像信号は、ガンマ特性
の変更前に用いられていた輪郭補正特性で輪郭補正処理された映像信号である。したがっ
て、強調強度算出部２５４は、Ｓ９０２で輪郭補正設定情報が「有効」であった場合には
、Ｓ９０７で算出された輪郭補正特性による輪郭補正処理がなされた映像信号から、合焦
被写体像の輪郭に対する輪郭強調強度を算出することになる。一方、強調強度算出部２５
４は、Ｓ９０２で輪郭補正設定情報が「無効」であった場合には、ガンマ特性の変更前に
用いられていた輪郭補正特性で輪郭補正処理された映像信号から、合焦被写体像の輪郭に
対する輪郭強調強度を算出することになる。Ｓ９１０の後、画像処理部２４は、表示重畳
部２５５により行われるＳ９１１に処理を進める。
【００７２】
　Ｓ９１１では、表示重畳部２５５は、前述したように、輪郭補正部２４３２で輪郭補正
された映像信号に対して、合焦被写体像の輪郭を重畳する輪郭強度強調処理を行って表示
部２８へ出力する。すなわち、表示重畳部２５５は、Ｓ９０２で輪郭補正設定情報が「有
効」であった場合には、Ｓ９０７で算出された輪郭補正特性による輪郭補正処理後の映像
信号に対し、Ｓ９１０で算出された輪郭強調強度により強調処理された合焦被写体像の輪
郭を重畳する。一方、表示重畳部２５５は、Ｓ９０２で輪郭補正設定情報が「無効」であ
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った場合には、ガンマ特性の変更前に用いられていた輪郭補正特性で輪郭補正処理された
映像信号に対して、合焦被写体像の輪郭を重畳する。Ｓ９１１の後、画像処理部２４は、
図９のフローチャートの処理を終了させる。
【００７３】
＜その他の実施形態＞
　前述した第１、第２の実施形態では、ガンマ特性のガンマカーブの傾きの割合に基づい
て輪郭補正特性を算出したが、ガンマ特性に対応した輪郭補正特性を予め算出しておいて
テーブルとして用意しておいてもよい。この場合、ガンマ特性が変更されたときに、その
変更されたガンマ特性に対応した輪郭補正特性の情報をテーブルから取得して、輪郭補正
特性に基づく輪郭補正を行う。
　本発明は、上述の実施形態の１以上の機能を実現するプログラムを、ネットワーク又は
記憶媒体を介してシステム又は装置に供給し、そのシステム又は装置のコンピュータにお
ける１つ以上のプロセッサーがプログラムを読出し実行する処理でも実現可能である。ま
た、１以上の機能を実現する回路（例えば、ＡＳＩＣ）によっても実現可能である。
　上述の実施形態は、何れも本発明を実施するにあたっての具体化の例を示したものに過
ぎず、これらによって本発明の技術的範囲が限定的に解釈されてはならないものである。
即ち、本発明は、その技術思想、又はその主要な特徴から逸脱することなく、様々な形で
実施することができる。
【符号の説明】
【００７４】
　２２　撮像部、２４　画像処理部、２８　表示部、５０　システム制御部、６０　モー
ド切り替えスイッチ、１００　ビデオカメラ、２４１　輪郭検出部（第１の輪郭検出部）
、２４２　輪郭補正特性算出部、２４３１，２４３２　輪郭補正部、２４４　ガンマ補正
部、２４５　ガンマ特性変更部、２４８　ガンマ特性傾き割合算出部、２４９　輪郭補正
設定部、２５０　輪郭強調表示設定部、２５１　ピーク輝度変更取得部、２５２　ピーク
輝度変化割合算出部、２５３　第２の輪郭検出部、２５４　輪郭強調強度算出部、２５５
　輪郭部表示重畳部
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